
【 4 月は「 出島写真クラブ 」・「 かすみがうら まゆクラフト研究会 」の作品展示 】

あじさい館では、市内の文化団体などが作成した絵画、写真、陶芸、工芸品の芸術作品などを月替
わりで展示しています。ぜひ、ご覧ください。

▼期間 3 月30 日火～ 4 月25日日　　　　　　　　　　  問 生涯学習課　☎ 029-897-0564

あらしのよるに
木村裕一　著
あべ弘士　絵

市内には、500基を超える古墳が存在しています。
今回紹介するのは宍倉地区に所在する「風返稲荷山
古墳」と出土遺物です。
風返稲荷山古墳は、全長約 78 ｍの前方後円墳で

す。昭和 39 年の発掘調査により、金銅製の馬具や
金銀に彩られた大刀が出土し、関東地方を代表する
前方後円墳として知られるようになりました。
風返稲荷山古墳が築かれたのは、今からおよそ

1400 年前。聖徳太子が推古天皇の摂政として政治
に参画し冠位十二階や十七条の憲法など、さまざま
な政治改革を推し進めていた時期です。また小野妹
子が隋に派遣されたのもこの時期です。小野妹子は、
608年の遣隋使により隋の使節裴世清を伴い帰国し
ました。この折、朝廷側が飾り馬（馬具で飾った馬）

　寒かった冬が過ぎ、萌え出づる春を迎えるころ。
弥生 3月、旧暦 3月は晩春です。散りゆく桜の花
びらに、往く春を愛でる「春惜月」（はるおしみづき）
という言葉は、3月を象徴しているようです。
　出会いと別れのシーズン、今月は新たな出会いに
関連する本を紹介します。
【あらすじ】
　荒れ狂った嵐の夜に、壊れかけた山小屋の中の暗
闇で、風邪をひいたオオカミとヤギが出会います。
互いに鼻が利かない二匹は、「喰うもの（オオカミ）」
「喰われるもの（ヤギ）」とは気付かず、夜通し語り合
い、意気投合し友達になります。お互いに何者か知
らないまま。そのあとのシリーズではドキドキハラ
ハラの展開が待っています。
　当初は一冊で完結する予定でしたが、好評のため
シリーズ化されました。

2021年 4 月 Apr.
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4
 

5 6 7 8 9 10
◯

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30

▼日時4 月10日土午後 2 時

　※午後 1時半受付・開場

▼定員　先着 20 人

▼場所　あじさい館 [ 視聴覚室 ]

▼料金　１００円　
問 霞ヶ浦中地区公民館
☎ 029-897-0564

[ 上映時間１08 分 ]

まく子　　　　　　4月は第2土曜日
出演 山﨑光　草彅剛　須藤理彩

【 ストーリー 】
小学５年生のサトシは、自分の体の変化に悩み、浮気性の
父にも反感を抱いていた。ある日、不思議な少女・コズエ
が転校してくる。かけがえのない思春期を生きる葛藤と切
ない初恋を軸に、小さな町のどこか不器用な人々を描く。

【 鑑賞の注意点】

マスクは必ず着用

してください。

おすすめ図書 !

4 月図書館カレンダー

■休館日： 毎週月曜日、図書整理日
◯お話会：4 月 10 日土

問 図書館　☎ 029-897-0647

図書館ホームページでは、利用案内や図書
検索など図書館の情報を掲載しています▶

75 頭を用意し、海石榴市 (つばいち )（現在の奈良
県桜井市）にて使節を出迎えたという記載が日本書
紀にあります。風返稲荷山古墳からは、金銅製の馬
具が馬２頭分出土しています。風返稲荷山古墳の被
葬者は、歴史的瞬間に立ち会ったのでしょうか。歴
史ロマンが広がります。金で飾られた馬に跨り、輝
く大刀をはいた大豪族の御霊は、宍倉地区の林中で
ひっそりと眠っています。
古墳には墓碑が建てられないので、被葬者の名前

や来歴はなかなか明らかにすることができません
が、出土品からさまざまな考察を重ねていくことで、
被葬者の実像に迫ることが可能となります。今後も
研究は重ねられていきます。
風返稲荷山古墳出土品は、国指定文化財へ向けた

活動を進めています。続報をお待ちください。
問 歴史博物館　☎ 029-896-0017

風返稲荷山古墳出土品②風返稲荷山古墳出土品①
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投稿作品（俳句・短歌・川柳）を募集します。4 月 2 日金までに情報広報課（〒 300-0192 大和田 562）へお願いします。
※ 応募多数の場合は掲載されない場合がありますのでご了承ください。また、音声読み上げに対応するため、漢字には

ふりがなの記載をお願いします。（内容を確認する場合がありますので、電話番号もご記載ください。）

【お知らせ】
◎ 新型コロナウイルス

感 染 症 の 影 響 に よ
り、4 月の児童館読
み聞かせは中止です。
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光り輝く風返稲荷山古墳の出土品

◀ 【左】絵本の
シリーズ第
1 巻

　 【右】児童向
け短編集
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